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アイヌ語のテキストマイニング

概要

　北海道の先住民であるアイヌ民族は、文字を持たないことで知られている。また、アイヌ民族はさらに小さな部族

に分かれるが、それぞれの中で独自の自然観を持って文化を形成している。本研究では、口承されてきたアイヌ

民族の民譚をテキストマイニング[1]することでアイヌ民族の言語文化観の傾向を読み取ろうとした。株式会社ユー

ザーローカル[2]の提供するツールを用いて、方言ごとの違いやカムイユカㇻ(韻文)とウエペケㇾ(散文)の違い、日

本昔話との違いなどを比較した。その結果、日本昔話と比べて人称名詞が少ないことや、ウエペケㇾはカムイユ

カㇻに比べて動詞の種類が少なく名詞が多いこと、沙流[3]方言の方が千歳[4]方言より形容詞の出現頻度が高いと

いう事実が得られた。

　［1］テキストマイニング：定型化されていない文字情報の集まりを自然言語解析などの手法を用いて解析し、何

らかの有用な知見を見つけ出すこと。

参照：IT用語辞典 「テキストマイニング」

https://e-words.jp/w/%E3%83%86%E3%82%AD%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%9E%E3%82%A4%E3%83%8B%

E3%83%B3%E3%82%B0.html

　［2］株式会社ユーザーローカル：「ビッグデータ×人工知能で世界を進化させる」を経営理念に掲げる日本の企

業。ビッグデータ分析システム、AIシステムの研究開発・提供などに取り組んでいる。

　［3］沙流：北海道南部、日高西端を北東から南西に流れる沙流川の流域地方。

　［4］千歳：北海道中部、石狩川の下流域地方。
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アイヌ語のテキストマイニング

Abstract

The Ainu people, the indigenous people of Hokkaido, are known for not having a written

language. The Ainu are further divided into smaller tribes, each of which has its own unique view of

nature and has formed its own culture. In this study, we attempted to understand trends in the linguistic

and cultural views of the Ainu people through text mining[1] of the folk tales of the Ainu people, which

have been passed down orally. Using a tool provided by User Local Co., Ltd. [2], we compared the

differences between dialects, the differences between Kamuy Yukar (verse) and Uepeker (prose), and the

differences with Japanese folk tales. As a result, we found that there are fewer personal nouns compared

to Japanese folk tales, that Uepeker has fewer verbs and more nouns than Kamuyukar, and that

adjectives appear more frequently in Saru [3] dialect than in Chitose [4] dialect. It was found that the

frequency is high.

　［1］Text mining : the process of using special software to look at large amounts of text in order to find

out useful information.

Source : Cambridge Dictionary

https://dictionary.cambridge.org/ja/dictionary/english/text-mining#google_vignette

　［2］User Local Co., Ltd. : a data technology company that builds simple, powerful, large scale

products for discover and growth.

　［3］Saru : Basin region of the Saru River, which flows from northeast to southwest at the western end

of Hidaka in the southern part of the Hokkaido.

　［4］Chitose : Central Hokkaido, downstream region of the Ishikari River.
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アイヌ語のテキストマイニング

1.序論

1.1 研究背景　

　近年、アイヌ民族への注目、関心が高まってきている。北海道白老町にあるウポポイ（民族共生象徴空間）の開

館やゴールデンカムイのブームなど、アイヌに関する話題を聞く機会が増えてきた。

　しかし、アイヌ文化や物語、考え方などを継承していくことが難しくなっているのが現状である。この状況に何ら

かのアプローチができると考え、テキストマイニングという手法を用いて研究を行った。

　アイヌ語最大の特徴として「文字を持たない」ということが挙げられる。そのアイヌ語の口承文芸をまとめた文献を

テキストマイニングすることで、アイヌ語の特徴や傾向を読み取れるのではないか、また、テキストマイニングを用

いたアイヌに関する先行研究は（私達が調べた限り）ないため、新たな発見があるのではないかと考え、本研究を

始めた。

　また、私達は共通してアイヌ語に興味があり、他にもアイヌ文化そのものや神話についての関心が高かった。

（文責：藤村 結愛）

1.2 先行研究

1.2.1 ほっかいどうアイヌ語アーカイブ［1］

　北海道博物館アイヌ民族文化研究センターが、北海道が所蔵するアイヌ語録音資料について公開されている

すべての資料を検索できるようほっかいどうアイヌ語アーカイブを運営している。一部の資料はインターネット上か

ら実際に資料を試聴することができる。

（文責：木嶋 もも菜）

1.2.2 AA研アイヌ語資料公開プロジェクト［2］

　東京外国語大学のアジア・アフリカ言語文化研究所が早稲田大学名誉教授（元AA研フェロー）田村すゞ子氏に

よって採録されたアイヌ語の民話の音声資料と聞き起こしたテキストをデジタル化して公開している。ウェブサイト

では日本語訳がつけられたアイヌ語（カタカナ表記、ローマ字表記）を参考にしながら、切れ目ごとに音声を聞くこ

とができる。

（文責：木嶋 もも菜）
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アイヌ語のテキストマイニング

1.2.3 国立アイヌ民族博物館アイヌ語アーカイブ［3］

　国立アイヌ民族博物館が2020年10月に博物館所蔵資料の主な情報を一般の利用に供するデータベー

スを公開した。 データベースはいろいろな検索が可能になっている。 中でも「テーマ検索」は博物館の6

つの展示テーマにあわせたキーワードをあらかじめ提示して、アイヌ文化になじみのない方でもいろいろと

検索できるように設定している。

（文責：木嶋 もも菜）

1.2.4 アイヌ語口承文芸コーパス［4］

　日本語と英語による訳とグロスや注解がついた初めてのアイヌ口承文芸デジタル集成である。ここで扱っている

音声資料の大半は、千葉大学名誉教授でアイヌ語研究者である中川裕氏が1977年から1983年に記録し、非常

に優れたアイヌ語話者で語り部でもあった木村きみ氏（1900-1988、沙流川上流域のペナコリ出身）が語ったもの

だ。木村氏は、日本語よりもアイヌ語を自由に使えるほどの技量を持っていた。

（文責：木嶋 もも菜）

1.3 参考図書

　・ことばの発達の謎を解く　今井むつみ　

　・アイヌ文化で読み解く「ゴールデンカムイ」　中川裕

　・アイヌ文学入門　瀬川拓郎

　・知里幸恵とアイヌ　知里幸恵銀のしずく記念館（監修）

　・アイヌのことを考えながら北海道を歩いてみた

　　　　　失われたカムイ伝説とアイヌの歴史　カベルナリア吉田

　・萱野茂のアイヌ語辞典　萱野茂

5



アイヌ語のテキストマイニング

2.研究内容

2.1 目的

　言語には、その文化の特色が色濃く現れる。例えば、太陽や虹の色の種類における捉え方は地域・民族によっ

て異なるものとしてよく取り上げられる。他の例として、主食が米である日本や東南アジアなどでは「稲」「米」「飯」

など米に関する語彙が豊富なのに対し、英語圏では「rice」という同一の単語が使われる。このように、その地域の

人々の文化や思考、何に重きを置くかなどは言葉によく現れる。この点に着目し、私達は北海道の先住民族であ

るアイヌ民族へと目を向けた。アイヌ語を研究することにより、北海道に根付くアイヌ文化や心の在り方、特徴につ

いて解明できればと思い、本研究に取り組んだ。

（文責：松本 結愛）

2.2 内容

　アイヌ語の文献と日本語の文章をテキストマイニングし、その特徴や傾向、違いを調べた。本研究では日本昔話

とアイヌ口承文芸の比較、沙流方言と千歳方言の比較、ウエペケㇾ(後述)とカムイユカㇻ(後述)の比較という観点から、

それぞれの特徴を分析した。

（文責：松本 結愛）

2.3 手法

2.3.1 データの収集

　国立国語研究所が運営しているアイヌ語口承文芸コーパス（コーパス）に、38作のアイヌ語口承文芸が掲載され

ている。沙流方言のウエペケㇾ19作(和人の昔話であるシサㇺウエペケㇾ1作を含む)のうち15作。同じく沙流方言

のカムイユカㇻ3作すべて。千歳方言のウエペケㇾ8作のうち6作、同じく千歳方言のカムイユカㇻ7作すべて。計31

作の逐語訳(後述)データを収集した。また、青空文庫[5]より日本昔話を12作収集した。

（文責：松本 結愛）

2.3.2 アイヌの物語の形態について

　アイヌの物語は、大きく3種類に分けられる。散文説話のウエペケㇾ、神謡のカムイユカㇻ、英雄叙事詩の

ユカㇻである。今回研究に用いるのはウエペケㇾとカムイユカㇻの2種類であるため、ユカㇻの説明は省略

する。

　ウエペケㇾは、人間の目線で語られる物語である。日本でいう「民話」や「昔話」の立ち位置に近い。先祖の実体

験を日常会話で用いられたようなアイヌ語の口調で語られており、子孫に様々な言い伝えや経験を口承するため

に生まれた。ハッピーエンドや、飢餓や疾病についての説話が多い。

　カムイユカㇻは、カムイの目線で謡う物語である。自然界に存在する実体（生物・無生物を問わず）や現象、ある

いは精神世界の存在のことをアイヌは「カムイ」と捉え、アイヌの伝承をカムイが動物や道具の姿に変わり語らせた

物語を指す。

（文責：松本 結愛）
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アイヌ語のテキストマイニング

2.3.3 逐語訳

　テキストマイニングを行うに当たって、コーパスから逐語訳のデータを収集した。逐語訳とは、語句を一つ一つ忠

実に訳したものである。それゆえ本研究に適用するにあたって、意訳と比べて非常に適したものとなっている。意

訳を用いた場合、本来原文の段階ではあったはずの必要な要素が消えてしまう恐れがあり、本研究の目的である

アイヌ民族の心の在り方、特徴について正確に読み取ることができない可能性が生じるため、今回は使用しな

かった。

（文責：松本 結愛）

2.3.4 テキストマイニング

　株式会社ユーザーローカルが提供しているAIテキストマイニング[6]ツールを用いてデータの解析・分析を行っ

た。ここで使うテキストマイニングという手法について、IT用語辞典[7]から字義を引用する。

“定型化されていない文字情報の集まりを自然言語解析などの手法を用いて解析し、何らかの有用な知

見を見つけ出すこと。データマイニングをテキストデータに適用したもの。”

　今回は、異なる2種類の文書を解析・比較することで、傾向を調べた。

（文責：松本 結愛）

2.4 スケジュール

2023.07.19 中間発表

2023.08.07 北海道大学北原教授との打ち合わせ

2023.08.08 平取町立二風谷アイヌ文化博物館訪問

2023.11.24 北海道大学佐藤教授との打ち合わせ

2024.01.09 北海道大学北原教授との打ち合わせ

（文責：松本 結愛）

2.5 使用データ一覧

表1：テキストマイニングに使用した文献一覧
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アイヌ語のテキストマイニング

3.結果，考察

3.1 結果

　本研究で、顕著に違いが現れたものをここに挙げる。

3.1 1 日本昔話とアイヌ語口承文芸の比較結果

図1：日本昔話とアイヌ口承文芸の出現単語を評価、比較したワードクラウド

　図1は、日本昔話とアイヌ口承文芸それぞれにおいて、単語の出現度・重要度を評価し可視化したものである。

ここから、日本昔話には人称を表す名詞が多く用いられており、反対にアイヌ口承文芸には人称を表す名詞が殆

ど出てこないことが分かる。

　ここで、ワードクラウド内の画像について解説する。

　アイヌ口承文芸に出ている「サケヘ」とは、カムイユカㇻにおいて繰り返し挿入されるもので、物語の主人公の正

体を明らかにするための言葉とされており、各神謡ごとに異なるものが使われている。

（例）リットゥンナ冒頭部

リットゥンナ アイヌ コタン リットゥンナ チ ヌカㇻ ルスイ リットゥンナ

（日本語訳：私はアイヌの村が見たい。）

下線部がこのカムイユカラの「サケヘ」に当たるもので、これらは全てテキスト上で「サケヘ」と

置き換えられている。そのため、ワードクラウドでは頻出の単語として高く評価されている。

　また、その他「単」「他主」「自主」「虚辞」などは、アイヌ語口承文芸コーパス内でテキストが置き換えられているも

のであり、同サイト内「ユーザーガイド」[8]に掲載されている。

（文責：佐藤 優空）
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アイヌ語のテキストマイニング

3.1.2 ウエペケㇾとカムイユカㇻの比較結果

　表2は、出てきた単語の出現頻度にどれだ

け偏りがあるかを表したものである。これをみ

ると、左側の名詞では、ウエペケㇾにおける出

現頻度が高くなっており、反対にカムイユカㇻ

は名詞がかなり少なくなっている。右側の動

詞では、カムイユカㇻにおける出現頻度が高く

なっており、反対にウエペケㇾでは動詞がか

なり少なくなっていることが分かる。

（文責：佐藤 優空）

表2：カムイユカㇻとウエペケㇾの出現頻度の偏りを表した表
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アイヌ語のテキストマイニング

3.1.3 千歳方言と沙流方言の比較結果

　表3は、先程と同じく出てきた単語の出現度にどれだけ偏りがあるかを表し

たものである。千歳方言と沙流方言を比較したとき、沙流方言における形容

詞の出現頻度が高くなっており、反対に千歳方言は形容詞が少なくなって

いることが分かる。

（文責：佐藤 優空）

表3：千歳方言と沙流方言の出現頻度の偏りを表した表
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アイヌ語のテキストマイニング

3.1.4 結果のまとめ

　上記の結果を簡単な表にまとめた。

日本昔話 アイヌ語口承文芸

人称の名詞が多い 人称の名詞がほとんど無い

ウエペケㇾ カムイユカㇻ

動詞の種類・頻度が少ない

名詞が多い

動詞の種類・頻度が多い

名詞が少ない

沙流方言 千歳方言

形容詞が多い 形容詞が少ない

（文責：佐藤 優空）
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アイヌ語のテキストマイニング

3.2 考察

3.2.1 日本昔話とアイヌ語口承文芸の比較結果を受けて

　結果から、日本昔話の方が人称の名詞が多いことがわかった。ここから、日本昔話は三人称のものが多く、アイ

ヌの物語は一人称のものが多いと推測した。ここで、アイヌ語口承文芸の一つ『魔猫』という話を例としてあげる。

──　『魔猫』　──

　父がいて、母がいて、上の兄がいて、下の兄がいて、姉がいて、暮らしていた。私は一番年下であった。兄達は

とても狩が上手で、何を食べたいとも、何をほしいとも思わず、

　︙

中　略

　︙

　母達の遺体をどこに置いたか言ってくれたので、母達が先祖の庭に行けるように、村人達と一緒にお祈りをし

て、安心して天寿をまっとうできるので、話をするのだ。

と、立派な夫人が語ったと。

──────────

　このように、アイヌ語口承文芸には、一人称視点で語られ、伝聞で結ばれる形の話が多く見られた。一人称で多

く語られるのは、三人称視点であると複雑になってしまう点、また、口承が前提である点にあるのではないかと考

察した。

（文責：佐藤 優空）

3.2.2 ウエペケㇾとカムイユカㇻの比較結果を受けて

　結果から、動詞・名詞の出現頻度に明確な違いが見られた。これは、韻文であるカムイユカㇻは音節が決まって

おり、文の構造が散文のウエペケㇾと比べて単純になっているためであると推測した。カムイユカㇻでは主語動詞

の優先順位が高くなり、動詞の種類や頻度が増加する。また、ウエペケㇾは自由な文章を作成できるため、修飾

などが増え、それに伴い名詞も増加する。このような関係にあると考察した。

（文責：佐藤 優空）

3.2.3 千歳方言と沙流方言の比較結果を受けて

　結果から、形容詞の出現頻度に違いが見られた。これは、方言ごとによる語彙の差異などによるものとも考えら

れる。しかし、それを決定づけるものを見つけることは時間の都合上叶わなかった。また、今回使用したデータ

は、収録数・文量ともに沙流方言の物語が千歳方言のものより多かったため、データ量の差異がそのまま反映さ

れている可能性もある。本研究では深堀りすることができなかったため、今後の展望とさせていただきたい。

（文責：佐藤 優空）
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3.2.4 アイヌ語における形容詞・動詞の処理の考察

　この研究が一段落した頃、北海道大学の北原教授とお話をする機会があった。その際、これまでに述べたような

結果を報告し、有益な助言をいただいた。それは、アイヌ語において、動詞と形容詞は語の形によって定義され

ないということだ。すなわち、他の語との位置関係などによって、その単語が動詞的に処理されるのか、形容詞的

に処理されるのかが異なるということである。

　本研究では逐語訳を用いて比較したため、元の単語ではなく動詞あるいは形容詞的に処理されたあとの形で

テキストマイニングを行っていた。これらを定義したうえでテキストマイニングを行うことによって、新たな知見が得ら

れるのではないかと考察した。

（文責：佐藤 優空）
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3.3 展望

　本研究では時間の都合上、取り組むことの出来なかった研究がいくつかある。

3.3.1 データ収集の継続

　現段階で計29作品の逐語訳の収集が終わっているが、沙流方言のウエペケㇾ6作品、千歳方言のウエペケㇾ2

作品のデータ収集が時間の都合上叶わないままとなってしまった。これらのデータの収集を行い、現段階で得ら

れるデータを総て揃えたうえで改めてテキストマイニングに取り組みたい。

　また、アイヌ語には沙流方言や千歳方言の他にも静内や白老、樺太等々、多くの方言が存在する。可能であれ

ばこれらのデータの収集にも挑戦していきたい。

（文責：佐藤 優空）

3.3.2 千歳方言のウエペケㇾ「少年」について

　このタイトルは、アイヌ語口承文芸コーパスにおいて、日本語訳はそのままに2種類のアイヌ語原文が存在して

いた。本来、アイヌ語の原文ありきの日本語訳であるため、この「2種類の原文がある」という現象は少し奇妙であ

る。そこで、アイヌ語口承文芸コーパスのサイトを通じてコンタクトを取ることを試みたが、本論文の執筆時点では

回答を得られていない。なぜ2種類の原文があるのか、今後調べていけたらと思う。

（文責：佐藤 優空）

3.3.3 逐語訳と意訳の比較

　今回テキストマイニングに使用したのは逐語訳された日本語のデータである。それとは別に、アイヌ語口承文芸

コーパスには、全体の意味に重点を置いて訳された意訳も掲載されている。これらを比較することで、訳法による

内容の差異などを調べることができると考えた。

（文責：佐藤 優空）

3.3.4 結果の特異性について

　本研究を通して、アイヌ語には伝聞の形式が取られた作品が多いということが分かり、その考察として、文字を持

たないからこそ、一人称視点で語ることによって聞き手に分かりやすいようにしたのではないか、と仮説を立てた。

この仮説が正しければ、他の文字を持たない先住民族の伝えた物語に関しても同様のことが言えると考えられ

る。他言語についても物語をテキストマイニングすることによって、伝聞についての仮説が正しいのかどうか検証し

たい。

（文責：佐藤 優空）

3.3.5 アイヌ語口承文芸の分類について

　ウラジーミル・ヤコヴレヴィチ・プロップ[9]という、ソビエト社会主義共和国連邦の昔話研究家が、著書「昔話の形

態学」にて、昔話における構造の機能分類や行動領域について示した。この中では31種類の構造分類、7つの

行動領域が示されている。必ずしもこの31種類とリンクするとは限らないものの、どのような物語の流れが多いの

か、よりアイヌ語口承文芸について深堀りができるのではないかと考えた。

（文責：佐藤 優空）
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3.3.6 新たな手法の適用

　これは、12/6に行われたSDS探求成果発表

会にていただいた意見である。本研究では主

に、収集したデータ同士を比較することでその

相対的な傾向などを調査したが、一つのデー

タに焦点を絞っての絶対的な研究は行うことが

できなかった。

　その例示として、右に太宰治「走れメロス」の

共起ネットワークを挙げる。この手法を用いるこ

とで、文章内に現れる単語同士の繋がりを可

視化することができる。

　今後はこのような手法も用いながら、一つ一

つの作品についてより深堀りしていきたい。

図2：太宰治「走れメロス」の共起ネットワーク

（文責：佐藤 優空）

3.3.7 他のテキストマイニングツールの使用

　今回使用したツールは、2.3.4の章で述べた通り、株式会社ユーザーローカルによって提供されているAIテキス

トマイニングというツールである。この他に、樋口耕一氏によるKH Coder[10]や、統計科学研究所による統計ソフト

R[11]など、様々な種類のものが存在している。これらのツールは、ものによって得意なジャンルや調べられる事象

が異なる。いくつかのツールを用いて多角的に比較をすることで、より多くの事柄について深堀りできると考えた。

（文責：佐藤 優空）

3.3.8 北原教授の助言について

　3.2.4の章で述べた通り、アイヌ語の動詞・形容詞の定義を定めたうえでテキストマイニングを行いたい。

今後は以上に記載したことに取り組んでいきたい。

（文責：佐藤 優空）
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4.発表報告

4.1 12/6 ‐ SDS探求成果発表会

　2023年12月6日に本校で成果発表会が行われた。スライドを用いた10分間のプレゼンテーションの後、質疑応

答を行った。

　質疑応答では、外部の方からも質問や助言をいただき、新たな視点を得ることが出来た。

　内容としては、「テキストマイニングを行うことによってどのようなことが分かるか説明が欲しかった」「共起につい

て深堀りするのも良い」などであった。

（文責：藤村 結愛）

4.2 2/6 ‐ ST・SDS発表会

　2024年4月6日に本校普通科生徒との合同発表会が行われた。ここでもスライドを用いて10分間のプレゼンテー

ションを行い、終了後、コメントをgoogle formにて集めた。

　コメントの内容としては「スライドがわかりやすくまとめられていた」「アイヌ語だけだなくアイヌ文化にも興味の湧く

発表だった」などといった感想が寄せられた。

（文責：藤村 結愛）

写真1：ST・SDS発表会の様子
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4.3 3/10 ‐ 市立高校プレゼンテーション大会

　2024年3月10日に市立札幌大通高等学校にて市立高校プレゼンテーション大会が開催された。スライドを用い

て発表を行った。発表時間5分、講評2分、計7分であったため、前発表よりも大幅に内容を削った発表となった。

　講評として「切り口が面白い」「分析した後の結果をどう使うかを詰めていけばより深い研究になる」といった意見

をいただいた。　　　

（文責：藤村 結愛）

写真2〜4：市立高校プレゼンテーション大会の様子
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5.終わりに

5.1 個人の役割・感想

5.1.1 木嶋 もも菜

　本研究でアイヌ語の分析、考察をしたことでアイヌ文化全体に関する理解が深まったと思います。せっか

く北海道に生まれ育ったのだからアイヌ文化についてもっと知りたいと思っていたため、今回SDS探求とい

う形で様々なことを学び、博物館を訪れたり専門の教授に話を伺ったりなど貴重な体験ができてとても嬉

しく思います。本研究では主に研究で使用するデータの作成や発表を担当しました。

　

（文責：木嶋 もも菜）

5.1.2 佐藤優空

　本研究では逐語訳の収集、テキストマイニングとデータの読み取り・考察、論文執筆の主メンバーとして活動を

行いました。アイヌ文化に興味こそあったものの、アイヌや言語について詳しい訳ではなかったので、難しく感じる

事が多くありました。研究の前半は、方向性がなかなか決まらず、メンバー全員この研究をどうやって良いものに

していくか、苦悩しながら進めてきました。はじめはアイヌの言語だけでなく、文化にも焦点を当てて、他の民族と

比較したり、テキストマイニングの結果を結びつけて地方ごとの特徴を可視化したりなど、様々な案がありました。

しかし、やりたいことがあまりに多く、また研究の進め方を上手く練ることができておらず、アイヌ文化や言語など、

基礎知識を調べるまでにとどまってしまい、結果としてそれが時間の浪費に繋がってしまったように思います。そ

んな中で助言をくださった北海道大学の北原教授や佐藤教授には本当にお世話になりました。お二方のお力添

えにより、研究の方向性が見通せるようになり、結果、拙いながらも一つの研究として成し遂げることができました。

　本研究で、アイヌについて多くのことを学ぶことができましたが、まだまだ研究として未熟な部分が多くあります。

展望の多さにそれが如実に現れているかと思いますが、まだまだ、この「アイヌ語のテキストマイニング」の研究と

してやりたいことが数多くあります。それはそれとして、このメンバーでアイヌ語について研究できたことは良い経

験になりました。今後、大学などでもこの経験を活かしていけたらと思います。

（文責：佐藤 優空）
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5.1.3 藤村 結愛

　本研究ではアイヌ語に着目して研究を行ってきましたが、研究活動を通してアイヌ文化への造詣を深めることに

繋がったと感じます。自分は元々、アイヌ文化へ少し興味を持っていましたので、非常に楽しんで研究を進めるこ

とができ、とても嬉しく思います。

　初めは、方向性やデータの収集方法を明確に決めることができず、時間を浪費してしまい、研究として不完全な

部分も多くありましたが、よい経験をすることができました。

　北海道大学の北原教授、佐藤教授の的確な助言により気づいたことも、発表を行うにあたって培われた力も多

くあります。この研究を行うことができて本当に良かったです。

　本研究では主に論文の執筆や校閲、データ収集を担当しました。

（文責：藤村 結愛）

5.1.4 松本 結愛

　本研究では主にスライド作成、データ作成などを担当しました。もともとアイヌの文化の美しさ、神秘さにとても興

味があったことも相重なり、この研究チームに加わってからはよりアイヌ文化を好きになれました。特にカムイユカ

ラの研究結果には、文化の影響が如実に現れているなと感じます。文字を持たないアイヌ語を口承で後世に伝え

ていく際、どうすれば印象強く繋いでいくことができるのか。カムイユカラに韻文が多いのも、この繋いでいきたい

必死さから起因しているのではないかなと、感じ取ることができます。またウェペケレに面白おかしい話が多いの

も、そのほうがより記憶に残りやすいだろうと、工夫が重ねられた結果です。このようにデータに表すことで、数値

になったその複雑な想いの背景が鮮明に浮き上がってくる感覚を、この研究を進めながら感じ取ることができまし

た。とても貴重な体験をすることができてよかったです。

（文責：松本 結愛）
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6.二風谷体験記　

　私達は本研究を行うにあたって、アイヌ文化への造詣を深める必

要があると感じた。そのため、夏季休業中に計画を立て、平取町立

二風谷アイヌ文化博物館を訪れた。

　二風谷コタンにある二風谷アイヌ文化博物館

や、萱野茂 二風谷アイヌ資料館で実際にアイ

ヌ文化・アイヌ語に触れ、インターネットや本の

上では知り得なかったことを多く学んだ。

　アイヌの伝統的な工芸品などを制作している貝澤徹さ

ん自身の工房を見せて頂いた。そこで、作品のこだわり

や大切にしているアイヌの考え方について話を聞いた。

　非常に有意義な時間となった。

（文責：藤村 結愛）
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